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我々プラントエンジニアリングに関わる者にとっ
て，プラントの安全性を十分に考慮して設計，施工す
ることはビジネスの根幹であり，この実現には設計，
調達，施工に携わる全ての人が関与すると言っても過
言ではない．1988年，北海で起きた石油プラット
フォームの事故以降，欧州系企業に端を発し徐々にリ
スクベースでの新たな設計安全の検証手法がプラント
設計に導入されるようになった．一方，設計安全の手
法には様々なものがあり，かつ顧客やプラントを建設
する国 /地域によって実施要求が異なるため，現在
に至るまでその全てが社内で広く認知されている状況
には至っていない．
そこで，当社では設計安全に対する社員の理解度と

意識を高めるための活動の一環として，2013年から
デザインセーフティインダクションコースという講習
会を開催している．この講習会には若手，中堅，シニ
ア向けの 3種類のコースがあり，例えば，若手向け
コースは以下の構成となっている．

1.　事故事例紹介（講義 /ワークショップ）
2.　  安全を担保するために各部署が実施しているこ
と（ワークショップ）

3.　安全対策の考え方と手法（講義）
4.　  設計安全業務（Bow-Tie Analysis）体験（ワー
クショップ）

5.　  プロジェクトチーム /各部署業務と設計安全業
務との関わり（講義 /ワークショップ）

事故の脅威が身近なところに潜んでいること，設計
安全の重要性を感じてもらうため，最初に当社が建設
に関わったプラントの事故事例を紹介している．ま
た，自分の業務と設計安全の関連性を知ってもらうた
め，プラントの安全性に関わる対策について参加者自
らが他の参加者に紹介すると共に，様々な部署から招
いたシニアエンジニアからも紹介してもらうセッショ
ンがあり受講者に好評である．最後のセッションでは
設計安全の検討業務がプロジェクトスケジュールのい
つの段階で実施され，その結果が設計に対しどの様な
影響（設計変更となり得る対象，スケジュール遅延の影

響度等）を与え得るかについて理解してもらっている．
リーダークラスが多く参加するシニア向けコースも

講習の主旨は若手向けと同様だが，要員 /スケジュー
ルの計画および管理の際の参考としてもらう狙いで各
部署の業務と安全関連の検討業務との関わりについて
の説明に重きを置いている．本コースでも当社が建設
に関わったプラントの事故事例を紹介し，設計安全の
重要性を再認識する機会を提供している．また，若
手，中堅コースは丸一日かけて実施しているが，シニ
ア向けは参加者のスケジュール調整の観点から参加の
し易さを優先し半日コースとしている．この他，若手
コースは海外出身の派遣社員を主な対象として英語で
講習会を開催することもある．
本講習には 2013年以降，これまで当社社員の半数

近くに当たる 700名以上が参加した．当面は今の講義
内容を継続する計画だが，将来ほぼ全ての社員が本
コースを受講し終える頃には中堅，シニア向けコース
を拡充し，若手講習を受講した社員がキャリアアップ
する際に各段階に応じた知識を習得できる内容にする
ことも考えている．
講習会に加え，毎月エンジニアリング HSE短信を

社内全従業員および国内外の関係会社に向けて配信す
ることもしている．設計安全のための様々なスタディ
手法やキーワードの解説，事故事例の紹介等，安全に
関わる様々なテーマを A4用紙 2～ 3枚程度に要約し，
設計安全に馴染みの無い新入社員でも理解できる様に
平易に解説することを心がけている．2012年以来，
これまで 74件の短信を発行してきたが，昨年からは
過去に作成した短信に最新の情報を反映し，新規に作
成した短信と交互に配信してる．これにより最近当社
に入社したエンジニアでも，いずれは一通りの短信に
目を通すことができるようになる．
安全に対する意識が文化として社内に浸透し，社員

の行動や設計に反映されるようになること，結果とし
て顧客，社会の要求に応え，より質の高いサービスを
提供できる様になることが理想である．そのためには
トップダウンの指示だけでは無く社員一人一人が自主
的に考えることが大切であり，考えるきっかけを情報
発信や講習会という形で継続して提供していきたいと
考えている．
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